　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　
助成事業完了報告書

日本財団　会長　笹川　陽平　殿
報告日付：○○○○年○月○日

事業ID：助成契約書に記載のID
事業名：助成契約書に記載の名称
団体名：団体の正式名称
代表者名：代表者　氏名　　　　印
TEL：○○○-○○○-○○○○
事業完了日：○○○○年○月○日

	事業費総額
	3,520,000円
	収支計算書の黄のセルの値

	自己負担額
	1,120,000円
	収支計算書の緑のセルの値

	助成金額
	2,400,000円
	収支計算書の赤のセルの値、千円未満は切捨

	助成金返還見込額
	0円
	（収支計算書の青のセルの値）


1.事業内容（実績。700文字以内）： 
※助成契約書記載の事業内容（予定）と、事業完了時の事業内容（実績）を対照可能とするため、助成契約書と一緒に綴じている「事業計画」の事業内容欄を転記した上、体裁を変えずに結果を記入してください。

＜例＞

1.海の体験学習会の実施

(1)時期：○○○○年○月○日

(2)場所：東京都港区

(3)参加者：160 名（小学生80名、保護者80名）

(4)内容：海の生き物・仕事等に関するワークショップ、新聞作り等 

２.海の学習帳作成および配布

(1)内容：海に関する情報

(2)配布先：区内小学校等

(3)部数：500 部

2.事業内容詳細：

※上記１の詳細について、ご記載ください。別途報告書を作成されている場合は、それを添付いただければ省略可能です。

3.契約時事業目標の達成状況： 

※目標を複数設定している場合は、各目標ごとの達成状況を個別に記入してください。
【助成契約書記載の目標】

＊助成契約書と一緒に綴じている「事業計画」の目標欄の内容を転記してください

＜例＞

・学習会の参加者：150名 

・学習帳の配布先：区内全小学校

【目標の達成状況】

＜例＞

・参加者の達成状況：ｘｘｘ となった。

・学習帳の達成状況：yyy となった。

4.事業実施によって得られた成果：

5.成功したこととその要因：

6.失敗したこととその要因：

7.活動を通じて明らかになった新たな課題と対応案：



事業成果物及びURL：

【成果物の名称】※作成した報告書、印刷物、ビデオなどの名称、部数を記入してください。

【成果物がアップロードされているCANPANのURL】

※成果物は公益コミュニティサイトCANPANにアップロードし、URLをご記載ください。なお、事情により、公開が困難な成果物に関しては、表紙のアップロードをお願いいたします。

http://fields.canpan.info/report/detail/99999
助成事業完了報告書

日本財団　会長　笹川　陽平　殿

報告日付：2021年4月6日

事業ID：2019522610

事業名：ねぶた等地域伝統行事と連携した海洋ごみ削減・周知啓発（CFB・海と日本2020）
団体名：CHANGE FOR THE BLUE in青森実行委員会

代表者名：福井寿和 印

TEL：017-741-2237

事業完了日：2021年3月31日

	事業費総額
	21,170,000円
	収支計算書の黄のセルの値

	自己負担額
	0円
	収支計算書の緑のセルの値

	助成金額
	21,170,000円
	収支計算書の赤のセルの値、千円未満は切捨

	助成金返還見込額
	0円
	（収支計算書の青のセルの値）


1.事業内容（実績：700文字以内）： 

①イベント各種（ゴミ拾い活動）

（1） 時期：2020年9月
（2）場所：青森市・八戸市・平内町など

（3）参加者：13,558人
（4）内容：県内各地で実施されたイベントにおいて、多くの人に参加いただき、ごみ拾い活動や、
来園者へごみ袋を配布したほか、県内に本拠地を置くプロスポーツチームとのコラボマッチ
などを通して、海ごみゼロウィーク告知や海洋ゴミ対策などを呼び掛けました。

　       詳細は２に記述します。
2.事業内容詳細:

①海ごみゼロウィークごみ拾い 

（1）時期：2020年9月 計4回 

（2）場所：青森県青森市・八戸市
（3）参加者：6,562人
（4）内容：実行委員会のメンバーを主導として、県内自治体・団体と連携、一斉に実施。 

②舘鼻岸壁朝市でのごみ拾い活動
（1）時期：2020年9月6日・27日
（2）場所：青森県八戸市 舘鼻岸壁 

（3）参加者：計6,700人
（4）内容：日本一の朝市とも呼ばれる「舘鼻岸壁朝市」の出店している皆さんの協力のもと
        来場者などとごみ拾い活動を実施しました。

③夏泊半島クリーン大作戦
（1）時期：2020年9月22日
（2）場所：青森県平内町
（3）参加者：296人
（4）内容：地元団体BLUE PEACEとともに行った夏泊半島クリーンアップ作戦で多くの人たちの

参加のもとゴミ拾い活動を行いました。
④企業との連携
（1） 時期：通年
（2） 内容：八戸製氷冷蔵株式会社による、じん子ちゃんサイダー CHANGE FOR THE BLUEver 第2弾を制作し、県内のスーパーや土産物店で販売しました。
3.契約時事業目標の達成状況： 

【助成契約書記載の目標】

1. 海ごみゼロウィーク前後期間において、延べ6,351以上が参加するごみ拾いイベントを開催する。
2. 通年（3月15日～10月31日）において、延べ12,702以上（目標１の人数を含めて良い）が参加するごみ拾いイベントを実施する。
【目標の達成状況】

1. 海ごみゼロウィーク前後期間でごみ拾いを実施し、延べ6,562人に参加してもらい実施しました。
2. 期間中のごみ拾いの延べ参加者数は、13,558人となりました。
⇒１、２ともに達成

4.事業実施によって得られた成果： 
本県は、三方を海に囲まれているという地理的環境もあり、日ごろから海洋環境問題を真剣に捉え活動している団体が多数あることがわかりました。
また、事業活動を県内に広く周知することで、多くの県民に対し、海ごみ問題を学ぶ機会を作ることが出来たと考えています。
5.成功したこととその要因： 
これまで海洋ごみ問題について危機感を抱いている団体のごみ拾い活動を、
県内メディアとして注目しながら取り上げる機会が少なかったため、

海応援動画での放送を通じて 発信したことが大きな要因の１つと感じています。

6.失敗したこととその要因： 
海ごみを減らすためにはゴミ拾いを！と思って活動しましたが、

自治体との連携等に苦労し、事務局主導となってしまった部分が少なからずあったように思っています。そうしたことで、目標の人数は達成した部分があるように思っています。
またコロナ禍で青森県内の警戒感が非常に強く、参加者を集めたごみ拾い活動がなかなか実現できなった部分もありました。
また、オリジナルグッズの制作については、青森ねぶた祭が中止となったため、実現することができませんでした。ただ、ねぶた師による特別ねぶたへは当初予定していた行燈から看板へと変更となり、制作されました。コロナ禍というなかで、事業を変更しながら目標は達成できた一方で、実施できてないこともあったため、次年度への課題としてしっかりクリアしていきたいと思います。
7.活動を通じて明らかになった新たな課題と対応案： 
ゴミ拾い活動を通して、海洋ごみのきっかけとなる、陸上のごみを減らすことは一定程度の効果があったように感じますが、一方で、海にゴミがあるとどのような悪影響があるのか。ということを引き続き、もっと強く普及しなければいけないと感じています。


事業成果物及びURL：

【成果物の名称】

提出済みの報告書冊子1部、
開発プロダクト（八戸製氷冷蔵株式会社）
【未作成となった要因】
海ごみゼロウィークでの大型ゴミ拾いイベント活動報告書及び、ねぶた祭での海ごみゼロ活動報告書についてですが、新型コロナウィルス感染拡大に伴い、多くのイベントが中止なったため、活動そのものの実施ができませんでした。そのため報告書については未作成となっております。

【成果物がアップロードされているCANPANのURL】

https://fields.canpan.info/report/detail/25134
代表者の押印がないと再提出になります。


ご注意ください。





＜記入例＞





進行報告書とは宛名が異なります。





進行報告書とは差出人が異なります。





①収支計算書の完了日付と合致させてください。


②全取引の履行を確認後、請求書を受理した日








